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	【インタビューの発言から】

	4. 高齢者を対象とした事業や運営における課題や問題点
	◎ 将来に高齢者となる30～40代の興味や関心を高めること
	トリトンアーツ開設以来の弦楽四重奏のコンサートシリーズでは、客層の中心が60～70代となっており、リピーター率も高い。その一方で、30～40代の観客が少ない。そのため、中長期で観客が先細りする懸念が年々大きくなっている。現在、ホールに足を運ぶ高齢者は、意欲も高く、インターネットも活用し、クラシック音楽の楽しみ方を知っているが、次に高齢者となる現在の若い世代の方が、あまりホールに足を踏み入れていない。その要因をつかむ必要がある。
	【インタビューの発言から】

	◎ 客席に到達するまでのアクセシビリティ、補聴器の使用者への配慮
	東京の都心にあり、公共交通機関のアクセシビリティは良い条件だが、建物の入口からホールの入口まで、さらに、ホールの入口から客席までの動線には段差も多い。車いすの利用者には、段差解消機などを設置しているものの、介添する人が必要となる。また、コンサートの最中に、補聴器のハウリング音が発生しないようにアナウンスをするなど、運営面で配慮していることもある。
	【インタビューの発言から】

	5. 高齢社会における公立文化施設の役割、文化・芸術と高齢者との関わり方
	◎ 付加価値のあるコンサートと地域に密着したアウトリーチの積極的展開
	特に高齢者を意識したコンサートを行っているわけではないが、演目や時間帯の設定の結果、シニア層が客層の中心になっている。また、地域的には富裕層が住むエリアでもあるため、元気で知的好奇心の旺盛な高齢者も多い。そうした高齢者は、他のコンサートホールと競合する顧客でもあるため、付加価値のあるプログラムを提供することが重要。また、地域に密着したホールとして、足を運ぶことができない人々のために、今まで以上にアウトリーチ活動の訪問施設を開拓することが求められる。
	【インタビューの発言から】

	◎ 「文化・芸術が、誰のために、どうあるべきなのか」を考える契機
	高齢者施設でのアウトリーチは、高齢者のために実施するものであると同時に、アーティストやスタッフにとっても、「音楽（文化・芸術）が、誰のために、どうあるべきなのか」を考える契機となる。それは、ホールでの鑑賞型の公演事業を行うことや、子どもを対象とした学校へのアウトリーチとも異なる気付きを与えてくれるものである。
	【インタビューの発言から】



	2-2-2.現地調査報告_多治見市文化会館
	② バロー文化ホール（多治見市文化会館）
	調査時期：2016年12月8日（木）10:00～12:00
	インタビュー対象者：三宅朝子（バロー文化ホール（多治見市文化会館））
	1. 調査施設の概要
	◎ 開館35年を迎えた郊外の多目的ホール
	人口約11万人の岐阜県多治見市にあるバロー文化ホール（多治見市文化会館）は、1981年に開館。平成18年より公益財団法人多治見市文化振興事業団（以下、事業団）が指定管理者として管理運営を行っている。2015年より株式会社バローが命名権を取得して「バロー文化ホール」の名称となる。事業団は文化ホール以外にも市内公民館、図書館、自然体験施設、体育館、駐車場、学童保育所、資料館など多様な施設の指定管理者である。多治見市は陶磁器の国内生産量の約5割を誇る美濃焼の産地として古くから歴史がある地域である。近年、...
	【インタビューの発言から】

	2. 高齢者を対象とした事業や運営の具体的な内容
	◎ レコードクラブ
	2016年4月より実施。家庭に眠るレコードを持ち寄り、コーヒーを片手にレコードにまつわる思い出を語るレコード鑑賞会。2016年度は12回開催した。毎月第３木曜日の14時から15時、小ホール前のロビー空間にプレーヤーを設置。参加者数は各回20～30人程度。常連の参加者と、新規の参加者が半々程度いる。
	【インタビューの発言から】

	◎ ふらっとコンサートシリーズ
	公共ホールを身近に感じてもらい、来館への敷居を低くするためのコンサート。会場はホールのロビーで、事前申し込み不要、入場無料となっている。学校向けアウトリーチ公演をお願いしているアーティストなどに依頼し、１時間以内の短い時間で手軽に楽しめるコンサートを行っている。2016年度は8回実施し、全体を通じた入場者数は約1,000人。未就学児の入場も可能、入退場を自由にしているため、子育て中の方も楽しめる企画となっている。改修工事の期間にチャレンジした企画が好評を博し、翌年度も継続することになった。
	【インタビューの発言から】

	◎ ちゃわんだふる音楽宅配便
	生の音楽に触れる機会の少ない地域住民に対し、一流の演奏家が本格的な音楽を届けるプログラムで、高齢者介護施設への音楽アウトリーチを行っている。施設入居者は自力で生の舞台芸術に触れる機会がないため、演奏者を連れて特別養護老人ホームなどを訪問し、出前コンサートを実施している。2016年度は高齢者介護施設へのアウトリーチは１回実施した。来年度以降も継続していく予定である。
	【インタビューの発言から】

	3. 高齢者を対象とした事業や運営における成果や波及効果
	◎ 一人ひとりとの「顔の見える関係」づくり
	「レコードクラブ」も「ふらっとコンサート」も比較的小規模な人数を対象に行っている事業であるため、高齢者に限らず、個々の観客と顔が見える関係をつくり、ニーズをつかむことができる。こうした関わり方は、大ホールでの鑑賞公演だけでは生まれにくいものでもある。
	【インタビューの発言から】

	4. 高齢者を対象とした事業や運営における課題や問題点
	◎ バリアフリーにおけるハード面の課題
	1981年の開館当時とは、バリアフリーを求める水準が社会全体として大きく変化しており、高齢者や車椅子の利用者には不便を感じる人が少なくない。駐車場の不足、エレベーターやスロープの未整備、つまずきやすい床面といったハード面での課題が多い。他にも、高齢者特有の課題として、自由席公演の場合の開場前の行列や、待ち時間でくつろぐスペースが不足すること、広報誌等の印刷物の文字サイズが小さいことなどが挙げられる。
	【インタビューの発言から】

	5. 高齢社会における公立文化施設の役割、文化・芸術と高齢者との関わり方
	◎ 関係をつくり、声を聞くことから始まる社会包摂
	今後も高齢者の割合が増加していくが、自分自身が高齢者になる前は、高齢者にとって何が不便と感じるのか分からないことが多い。漠然とした高齢者のイメージではなく、一人ひとりの顔の見える関係から、声を聞いていくことが必要である。その関係をつくっていくことが、地域と公立文化施設との関わり方を変えていくことにもつながる。近年、公立文化施設に社会包摂が求められるようになっているが、むしろ、なぜ今まで社会包摂という考え方が当たり前ではなかったのか、改めて考えた上で、これからの公立文化施設の役割や文化・芸術と高齢者...
	【インタビューの発言から】



	2-2-3.現地調査報告_京都芸術センター
	③ 京都芸術センター
	調査時期：2016年12月8日（木）15:30～17:30
	インタビュー対象者：山本麻友美（チーフプログラムディレクター）、勝冶真美（プログラムディレクター）
	1. 調査施設の概要
	◎ 明治２年に開校した歴史的な校舎をアートセンターに改築
	1869（明治２）年に開校した歴史ある元・明倫小学校をアートセンターに改築した京都芸術センターは、2000年に開館した。展覧会や舞台公演など多様な芸術の鑑賞の場を提供すると同時に、アーティストの創作・発表活動を支援している。公益財団法人京都市芸術文化協会が指定管理者として管理運営を行っている。
	【インタビューの発言から】

	◎ 地域住民の誇りや愛着と、センターに求める役割や期待
	1993年に閉校した明倫小学校は、文化への関心や教育への熱意の強い明倫学区の人々によって支えられてきた。京都芸術センターに生まれ変わるまでの計画策定やパイロット事業の実施にも時間をかけ、改修も、小学校として使われていた当時の姿を残して実施された。明倫小に対する地域住民の誇りや愛着が強いため、京都芸術センターに求める役割や期待にも、特別な思いが窺える。
	【インタビューの発言から】

	2. 高齢者を対象とした事業や運営の具体的な内容
	◎ 明倫レコード倶楽部
	レコード研究家の亀村正章氏と、作家のいしいしんじ氏を進行役に迎えて、二人の貴重なレコード・コレクションの中から、テーマに沿った名曲をお届けする「明倫レコード倶楽部」。クラシック、映画音楽、ジャズ、ポップスからロックまで、ジャンルや地域、時代を横断しながら、ナビゲーターの持ち味による選曲と解説で楽しむ企画となっている。参加者は50代から70代の男性の割合が高い。料金は500円で、要事前申込・先着順となっている。2016年度では年間４回で、入場者数は各回100人程度。
	【インタビューの発言から】

	◎ 素謡の会
	京都を中心に活動する能楽師による、能のさまざまな曲を素謡で上演するプログラム。能という芸能の軸である「謡（うたい。能の詞章（台詞や歌謡））」を通して詞章の持つ魅力、響きの美しさに迫る企画。素謡（すうたい）は、能一曲を所作や囃子を伴わず、座した状態で謡のみで表現する上演形式のこと。解説や仕舞、アフタートークなども交えながら、謡の魅力をわかりやすく伝えることを目的としている。年間のテーマを定め、１回に１曲ずつ実演し、2016年度では４回実施。入場者数は各回100人程度。
	【インタビューの発言から】

	◎ ボランティアスタッフ
	事業をサポートするボランティアスタッフを組織しており、展示の監視のほか、公演やワークショップの受付などを行う。メンバー数は約300人。コーディネーターを担当するスタッフが１人おり、連絡や調整でファックスや郵送などの手間がかかるため、なるべく手助けしながらウェブやメールに切り替えるように努めている。ボランティアスタッフは、茶道の稽古や英会話サークル、花見や紅葉狩りなど自主的な集まりも企画する。京都芸術センターにとってのよき理解者であり、重要なご意見番でもある。
	【インタビューの発言から】

	3. 高齢者を対象とした事業や運営における成果や波及効果
	◎ センターへの理解・支持と、地域に対する誇りの醸成との双方向の関係
	「明倫レコード倶楽部」や「素謡の会」に来てくださる地域の高齢者は、事業内容の良さや、京都芸術センターが好きで来ている。地域の高齢者は京都芸術センターの重要なリピーターであり、理解者、支持者となっている。京都芸術センターが地域外から評価され、外国の人がたくさん来たりしていることが、地域の誇りにもつながっている。
	【インタビューの発言から】

	◎ 世代や経験に関わらず人材を育成すること
	京都芸術センターで制作を行う若いアーティストや招聘した外国人アーティストに刺激や影響を受けて、自ら作品の創作や実演を始める高齢者もいる。他のアーティストの表現を見て、研究し、自分の表現を生み出したり広げたりすることは、20代や30代といった若いアーティストでなく、アートを実践した経験のない高齢者であっても、人材育成として位置付けることができる。
	【インタビューの発言から】

	4. 高齢者を対象とした事業や運営における課題や問題点
	◎ 高齢者の嗜好やニーズに対する先入観
	「高齢者を対象とした事業や運営」を考える際に、高齢者の嗜好やニーズに対する先入観が、必ずしも正しいとは限らない。「多様な芸術に関する活動を支援し、芸術に関する情報を広く発信するとともに、芸術を通じた市民と芸術家等の交流を図る」という京都芸術センターの目的に照らして、地域の高齢者を含めた市民に何が必要かを考えながら、事業を組み立てている。
	【インタビューの発言から】

	◎ 施設面での高齢者のハードル（段差、畳）
	開館初期の頃に比べて、高齢者の来場割合も全体的に増えており、実人数も増えている。その結果、初期の頃にはなかった施設内での段差での転倒や、雨天時の屋外の石畳で滑って転倒するといった事故が発生するようになった。また、「素謡の会」では畳敷きの会場を使っているものの、座布団ではなく椅子の要望が高まり、和室空間の中での表現を体験するスタイルが変化している。
	【インタビューの発言から】
	5. 高齢社会における公立文化施設の役割、文化・芸術と高齢者との関わり方
	◎ 高齢者と公立文化施設の「必要とし、必要とされる」ような双方向の関係性
	京都芸術センターでは、展覧会や公演の来場者、ワークショップの参加者、あるいはボランティアなど、様々な立場で地域の高齢者が関わっている。継続的に関わってくれる高齢者の、京都芸術センターに対する理解や支援の気持ちをスタッフは感じている。また、そうした気持ちを持つ高齢者にとっては、京都芸術センターから必要とされる存在であることが、生きる元気の源となっていると考えられる。文化施設と高齢者が、お互いに必要とする双方向の関係を大切にしていくことが重要である。
	【インタビューの発言から】



	2-2-4.現地調査報告_熊本県立劇場
	④ 熊本県立劇場
	調査時期：2017年1月18日（水）14:00～16:00
	インタビュー対象者：本田恵介（事務局長）　嶺浩子（アシスタントプロデューサー）　柏木陽（演劇百貨店代表／演劇家）
	1. 調査施設の概要
	◎ 音楽と舞台芸術の専門ホールを併せ持つ複合文化施設の先駆け
	熊本県立劇場は、音楽と舞台芸術の専用ホールを併せ持つ複合文化施設として、我が国でも早い時期に開館した。施設の管理運営を行う財団を設立し、積極的に県民の文化振興を行っている。元NHKアナウンサーの鈴木健二氏が館長を務めていたことで全国的に知られた。館長就任の依頼を受けた鈴木氏は、県内の市町村を隅々まで訪問し、その土地の歴史や文化の担い手と交流したことで、県と市町村のつながりを生み出した。
	【インタビューの発言から】

	◎ アウトリーチに必要な人材の継続的な研修
	熊本県立劇場が高齢者を対象とした事業を展開するに至るまでの経緯は、およそ10年前に遡る。地域創造の研修事業に参加した職員が、演劇のアウトリーチについて学び、学校でのアウトリーチ活動が始まった。その経験から、障がいのある子どもたちとのワークショップの手法の開発が必要となり、さらに、高齢者へと対象を広げていき、継続的な研修を行っている。同時に、活動に関わる専門家や、教育、福祉、医療といった領域の機関につながりが生まれた。
	【インタビューの発言から】

	2. 高齢者を対象とした事業や運営の具体的な内容
	◎ ファシリテーター等の要請、ワークショッププログラムの研究開発
	熊本県立劇場では、「地域をむすぶアートプロジェクト」として地域とつながり、社会貢献プログラムを実践するために、ファシリテーターやコーディネーターの育成、及びワークショップ･プログラムの研究開発を実施している。高齢者施設や大学等と連携し、教育関係者や医療・福祉関係者とともに、デイケアサービスセンターや老人保健施設で演劇、音楽、ダンスのワークショップを行っている。高齢者の身体的な条件や認知症などの症状を考慮したワークショップを行いながら、高齢者とケアスタッフの新しい関わり方を作ることを目指している。
	【インタビューの発言から】

	◎ 演劇ワークショップの手法を医療や介護の専門家に活用してもらう
	作業療法士や、作業療法士を目指す学生と一緒に演劇ワークショップをやりながら、ワークショップの手法を伝えている。演劇そのものの経験はなくても、一緒に演劇ワークショップを経験することで、そこで得たコミュニケーションゲームを介護施設の現場でのレクリエーションに活用してもらえる。施設でのレクリエーションは、医療や介護の点数がつかないため、活動の時間が減少しているが、高齢者のQOL（クオリティ・オブ・ライフ）という面でも貴重であるため、作業療法士や介護士に、少しでも演劇ワークショップのようなゲームを覚えても...
	【インタビューの発言から】

	3. 高齢者を対象とした事業や運営における成果や波及効果
	◎ 教育、福祉、医療など異なる領域の専門家とのネットワーク
	熊本県立劇場では、子ども、障害者、高齢者といった様々な対象に演劇ワークショップを実践してきた。その成果が見えてきたのは、担当スタッフが一貫して継続的に取り組み、ワークショップの豊富な経験を持つアーティストや専門家と関わったことによる。また、教育、福祉、医療といった領域の異なる機関、団体、専門家の知見やノウハウを吸収しながらネットワークを広げてきた。そのことで、熊本県立劇場の新たな事業展開につながり、地域に対する役割を広げてきた。
	【インタビューの発言から】

	4. 高齢者を対象とした事業や運営における課題や問題点
	◎ 中長期での取り組みを継続しながら、定期的に振り返ることの重要性
	2016年４月に発生した熊本地震の影響で、それ以降は例年通りの予算執行が難しく、これまで継続してきた事業も見直しが図られている。従来のワークショップ関連の事業は職員の労力と時間を要するため、限られたスタッフ体制では長時間労働が常態化することが課題となっている。ワークショップ関連の事業などの取り組みを中長期で継続することは重要だが、同時に、終期を決めて区切りごとに成果や課題を振り返り、次の展開を考えていくことも必要である。
	【インタビューの発言から】

	5. 高齢社会における公立文化施設の役割、文化・芸術と高齢者との関わり方
	◎ 文化・芸術による地域包括ケアシステムの可能性
	熊本県では、福祉系、医療系のネットワークが強い。また、指定管理者も、地域のNPOや民間会社がほとんどである。県と市町村の文化施設が、福祉・医療の関係機関とつながれば、「文化・芸術による地域包括ケアシステムの構築が可能ではないか」とのイメージが膨らんでいる。子ども、障害者、高齢者といった多様な人々に演劇ワークショップを提供してきた経験から、企画担当者は、地域包括ケアシステムの推進が求められる今後の社会で、演劇ワークショップの可能性に大きな期待を寄せている。
	【インタビューの発言から】



	2-2-5.現地調査報告_静岡県舞台芸術センター
	⑤　静岡県舞台芸術センター（SPAC）
	調査時期：2017年1月19日（木）10:00～12:00
	インタビュー対象者：成島洋子（芸術局長）　仲村悠希（制作部）　永井健二（俳優）
	1. 調査施設の概要
	◎ 芸術監督制、専属劇団による創造型の劇場
	静岡県静岡市を拠点としている公益財団法人静岡県舞台芸術センター・SPAC（以下、SPAC）は、1997年に設立された。芸術監督制度を導入し、専属の劇団を有する創造型の劇場として、静岡芸術劇場と静岡県舞台芸術公園を運営しており、現在、宮城聰氏が芸術総監督を務めている。SPACでは、俳優、制作、創作技術、文芸など総勢70名の体制となっている。
	【インタビューの発言から】

	◎ 演劇にアクセスしてもらうために事業の幅を広げたアウトリーチ
	10年前に宮城氏が芸術総監督に就任して以来、様々な層に演劇にアクセスしてもらうチャンネルを増やしていくため、事業の幅が広がった。その一つがアウトリーチで、「リーディング・カフェ」という参加者の方が戯曲を声に出して読んでみるという、参加型のプログラムで、もう一つが「おはなし劇場」という、主に未就学児の子どもを持つ親子を対象に行っている。
	【インタビューの発言から】

	2. 高齢者を対象とした事業や運営の具体的な内容
	◎ 高齢者学級への講師派遣
	SPACでは、県内各地の公民館や地区センターなどが行う高齢者学級に、講師派遣形式のアウトリーチを実施している。SPAC所属俳優が講師として赴いて、普段、俳優が芝居の舞台に立つときのエピソードをお話したり、発声練習を高齢者の方と一緒にやってみたり、ウォーミングアップやシアターゲームを少し取り入れたりして、最後に朗読を鑑賞していただく内容で、大体１時間半の長さとなっている。静岡県は広く、各市町の生涯学習センターが講座をやっているため、市町の文化振興財団や教育委員会などに、県の劇団としてSPACを利用・...
	【インタビューの発言から】

	◎ 観劇バスの運行
	SPACは「観劇バス」というサービスを提供しており、公演チケットを予約すれば、無料でバスに乗車できる。東部地区と西部地区に分けて静岡芸術劇場までバスを運行しており、東部は修善寺が出発地で、三島駅、沼津駅を経由して劇場まで。西部は浜松駅前から劇場まで。演目によって東部と西部を交互にしながら運行している。高齢者の場合、バスの案内をすると公演への関心が高くなる。
	【インタビューの発言から】

	◎ リーディング・カフェ
	俳優が参加者と一緒に演劇の台本を読むプログラム「リーディング・カフェ」は、カフェやギャラリーなど、様々なところで開催している。静岡市の高齢者学級「みのり大学」でも実施し、63名が参加した。リーディング・カフェは年間30回から35回ぐらいのペースで、県内各地で開催している。SPAC主催だが、集まる参加者は、やはりお店とつながりのある方が多いため、お店の協力抜きには実現できないプログラムでもある。
	【インタビューの発言から】

	3. 高齢者を対象とした事業や運営における成果や波及効果
	◎ 認知の向上、演劇との親近感の醸成
	高齢者を対象とする事業や取り組みを通じて、SPACや俳優に対して一般の人々が持っている「違う世界の人」というイメージから、一歩踏み込んで、親近感を感じていただき、演劇が敷居の高いものではないことをアピールしている。スタッフはこうした取り組みを通して、徐々にSPACの認知度が向上し、演劇に興味を持ち、SPACに対する親近感が醸成されている手応えを感じ始めている。
	【インタビューの発言から】

	◎ 高齢者によるボランティアスタッフ
	発足当初は若い層が中心だったボランティアスタッフだが、シニアのボランティアの取りまとめ団体にアプローチして高齢者の参加を増強した。現在、ボランティアはシニア層に支えられている。高齢者の場合、連絡手段がメールでは難しい人が多く、手紙でのやりとりが必要になったり、体調が変化して急遽シフトの変更が必要になったりする場合もある。それでも、高齢者の方々が持っている地域のネットワークや献身的なサポートは、劇場にとって大きな力となっている。
	【インタビューの発言から】

	◎ 演劇の体験意欲、創作意欲の向上
	演劇ワークショップなどに参加する高齢者もいて、演劇の体験意欲や創作意欲が旺盛な方も多い。そうした方は、観客としても重要な存在でもある。また、若手の演出家による本格的な演劇作品に、演劇経験のない高齢者に出演を依頼し、実際公演に出演していただいた事例もある。
	【インタビューの発言から】

	4. 高齢者を対象とした事業や運営における課題や問題点
	◎ 駐車場と施設間の徒歩距離や段差、台詞の聴き取りを補助する字幕
	日本平にある舞台芸術公園では、車を降りてからの距離と階段や、野外劇場での上演の際、気温や天候によっては高齢者には厳しい環境であることが課題である。また、高齢者には聴覚が弱いために台詞を聴き取りにくい方もいるが、日本語上演でも字幕をつけることで、鑑賞の補助になったケースがある。いずれも、アクセシビリティの課題であり、高齢者だけでなく障害者にも共通している。
	【インタビューの発言から】

	◎ 高齢者が読みやすい文字サイズと情報伝達手段の工夫
	インターネットの普及により、劇場や演劇公演の情報もウェブサイトを活用することが増えているが、高齢者に対する広報手段としては、チラシなどの紙媒体が従来と変わらず非常に重要となっている。情報を高齢者に届けやすくするために、チラシの文字量や文字サイズに配慮したり、別途、高齢者向けの情報だけを抽出したチラシを作成するといった工夫がされている。
	【インタビューの発言から】

	5. 高齢社会における公立文化施設の役割、文化・芸術と高齢者との関わり方
	◎ 高齢社会に向けて公立文化施設ができることを発信、ネットワークを形成
	現時点でのSPACは、高齢者を対象としたプログラムを単独で自主的に行っているというよりは、社会の要望を受けて、手探り状態で始めたところではある。今後は、逆にSPACから高齢社会に向けてできることを発信したいと考えており、そのためにも、地域の民間の福祉系の団体との連携・協力を積極的に働きかけ、ネットワークを広げようとしている。
	【インタビューの発言から】

	◎ 先入観を取り払って考えるべき「高齢者が求める演目とは何か」
	高齢者に向けたプログラムやサービスに取り組み始めた中で、SPACのミッションである演劇の創造活動において「どのような演劇を高齢者は求めているのか」ということを、改めて考え直す契機にもなっている。「高齢者だからこういうものが好きだろう」といった先入観を取り払い、興味を持っていただくためには、どのような演目がいいのか、自問している。
	【インタビューの発言から】



	2-3.専門家座談会報告
	(1) 専門家座談会の実施概要
	［専門家座談会参加者］

	(2) 専門家座談会の議論要旨
	① 第１回専門家座談会
	◎　高齢者を意識した文化・芸術活動（鑑賞型、参加型）の活動事例
	音楽の事例では、高齢者の観客が多いコンサートで、より一層鑑賞を楽しめるために、例えば、プログラムを工夫したり、曲目解説のトークを加えたり、華やかな衣裳を用いるといった演出を加えることがある。また、高齢者の日常生活に、音楽に気軽に触れられる機会や、様々な健康状態や経済的状況の高齢者に寄り添うような、鑑賞や参加の機会を設けている事例がある。
	【座談会での発言から】

	演劇の事例では、演劇ワークショップで用いられるシアターゲームの手法を取り入れて、お年寄りや介護関係者とのワークショップや集団創作の事例がある。「演技の考え方や方法を身に付けることで、認知症のお年寄りとの関わりが円滑になる」、「演劇をつくることが、結果として介護予防につながる可能性がある」など、高齢者への波及的な効果を期待する意見もある。
	【座談会での発言から】

	◎　高齢者にとっての文化・芸術活動の意義、成果や効果
	必ずしも高齢者の健康増進や介護予防といった目的で文化・芸術活動を行っているわけではない場合でも、高齢者が文化・芸術活動を行った結果、その波及効果として、身体的、精神的な変化が現れることがある。また、福祉や医療などの効果以外にも、ポジティブに「老いの受容」に向き合うことや、日々の生活の中に変化を与え、日常と非日常の区切りを生み出す効果もある。
	【座談会での発言から】

	独自の表現を追求するアーティストや、企画制作に携わる人間にとって、高齢者との出会いは、新たな表現の創出や表現の深みを生む貴重な契機となっている。また、アーティストや企画制作者が、限りのある命を全うする高齢者と文化・芸術との出会いに立ち会うことで、社会における文化・芸術の存在意義を見つめ直すことにもつながっている。
	【座談会での発言から】

	◎　高齢者を意識した文化・芸術活動における課題や留意すべき事項
	高齢社会の進行や地域コミュニティの変化に伴い、高齢者の社会的孤立が課題になりつつある。そのため、今後、高齢者と文化・芸術とをつなぐコーディネーター的な役割の必要性が増すことが予想される。また、そうした社会背景に目を向けて、文化・芸術と福祉分野を横断するような幅広い視野を持つことが、文化施設にとっても重要である。
	【座談会での発言から】

	高齢者に対して、文化・芸術に触れる機会を提供する方法を考えると同時に、高齢者の課題に対して、文化・芸術にはどのようなアプローチが可能かを考えることも大事である。高齢者介護の現場や職員の仕事を理解することや、一面的、短絡的に捉えずに、多様な高齢者のあり方を受け入れることが、文化・芸術と高齢者の出会いには重要である。
	【座談会での発言から】

	文化・芸術に対する高齢者のニーズはますます多様化しており、そうしたニーズに際限なく応えることは難しい。例えばハード面のバリアフリー化や、ソフト面の事業企画のプログラムなど、多様化するニーズにどこまで応えることができるのか、ハード、ソフト両面からの検討が重要である。
	【座談会での発言から】

	◎　高齢社会における公立文化施設の取り組みについての展望や意見
	ますます高齢化が進行する社会において、高齢者一人ひとりが文化・芸術を通じて、人間としての尊厳を持ち、社会的な自立が認められ、また社会に対する役割を見出せるような社会の形成が望まれる。そうした社会の実現に向けて、公立文化施設や文化・芸術にできることは、決して小さなものではない。
	【座談会での発言から】

	高齢社会に向き合うことで、文化・芸術振興の意義や公立文化施設の役割について、改めて見直すことが重要である。その際に、文化・芸術振興という視点だけでなく、福祉、医療、地域づくりなど、他の政策領域の視点からも、文化・芸術がもたらす成果や効果を考えることで、地域社会における文化・芸術の存在価値を高めることが望ましい。
	【座談会での発言から】


	② 第２回専門家座談会
	◎　高齢者を意識した文化・芸術活動（鑑賞型、参加型）の活動事例
	高齢者の参加が多いダンスや演劇などのワークショップの事例では、表現技術の向上や成果発表に向けた取り組みではなく、高齢者の居場所づくりや仲間づくりを大事にしていることが共通している。地域での文化・芸術活動が、高齢者の生活サイクルの中に浸透することで、他者との出会いや交流を通じて、孤立せずに地域と関わるきっかけを生むきっかけになっている。
	【座談会での発言から】

	ワークショップやアートプロジェクトの中には、高齢者が「弱い立場」や「支えが必要な立場」としてではなく、高齢者と社会の関係性や枠組みを変化させたり転換させたりすることで、高齢者と周囲の人々との関係に変化を起こすような表現も試みられている。文化・芸術には、そうした人間関係への変化を起こす力があるのではないか。
	【座談会での発言から】

	文化・芸術を通じて異なる世代間の対話や交流を生むような仕掛けをつくるワークショップやアートプロジェクトの事例もある。また、異なる世代間の対話や交流を仲介する「コミュニケーター」の人材育成では、その役割を高齢者が担うことも考えられている。異世代間の対話交流は、高齢者の生活の張りや生き甲斐にとって重要であるだけでなく、地域社会の持続可能性においても重要である。
	【座談会での発言から】

	◎　高齢者にとっての文化・芸術活動の意義、成果や効果
	ワークショップに参加する高齢者は、その場に来ることで、社会的な立場や肩書から離れて「一個人としていられるような居場所」を求めている面もある。また、普段は福祉的な支援を受ける立場の高齢者が、文化・芸術が介在することで、支援する／されるという関係ではない、水平的な人間関係が形成される。そのことが、高齢者が自尊心を持って生きるきっかけにもなっている。
	【座談会での発言から】

	◎　高齢者を意識した文化・芸術活動における課題や留意すべき事項
	一言で「高齢者」と言っても、個々人の身体面、精神面、社会面の実状は多様であるため、一面的な先入観や既成概念で語らないようにすることが重要である。また、「高齢者の問題」と「高齢社会の問題」を区別して考えることが重要で、「高齢者の問題」には専門性や当事者の範囲があるものの、「高齢社会の問題」は、いかなる世代の人々にも当事者である。高齢社会における制度や環境変化に柔軟に対応する姿勢や、近視眼的にならずに将来を見据えた課題の設定が重要である。
	【座談会での発言から】

	高齢者施設でのアウトリーチやワークショップを行う取り組みは、試験的、単発的に行われてきたが、未だに持続的に取り組む施設は多くはない。持続的な取り組みを社会に広げるための、人材や予算などの仕組みづくりが重要である。そうした取り組みの目的や趣旨について、文化・芸術と福祉の立場では、求められる成果や効果は必ずしも一致しないことを、認識しておく必要がある。
	【座談会での発言から】

	◎　高齢社会における公立文化施設の取り組みについての展望や意見
	これからの高齢社会における高齢者自身のあり方が、文化・芸術や福祉のサービスの受け手としてだけでなく、自らの手でサービスの作り手、担い手になっていくことが考えられる。高齢者を核として、幅広い世代が地域とのつながりを実感でき、異なる世代間のつながりを実感できるような地域社会にするためにも、公立文化施設の役割に大きな期待が寄せられている。
	【座談会での発言から】
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